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発
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発
行
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庁

　

編　

集　

教
化
委
員
会
広
報
部
会

田 ん ぼ 学 校　 田 植 風 景

東
北
応
援
企
画

湯 殿 山 神 社 に て

飯舘村の子供たちと海水浴

御 田 植 祭 の 神 事

あ ん ど ん に 込 め た 思 い

　

去
る
七
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
日
程
に
て

富
山
県
神
社
庁
の
参
拝
旅
行
「
出
羽
三
山
神
社
・

竹
駒
神
社
正
式
参
拝
と
震
災
被
害
視
察
の
旅
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
も
東
北
地
方
の
旅
行

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
大
震

災
の
た
め
に
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

思
い
も
こ
め
て
の
被
災
地
視
察
の
旅
で
し
た
。

一
行
は
庁
長
、
副
庁
長
他
神
職
六
名
を
含
め
て

総
勢
五
十
九
名
・
バ
ス
二
台
の
団
体
と
な
り
ま

し
た
。

出
羽
三
山
神
社
・
竹
駒
神
社
　
　

正
式
参
拝
と
震
災
被
害
視
察
の
旅

　

一
日
目
は
朝
富
山
を
出
発
し
て
北
陸
道
を
新

潟
へ
、
新
潟
ふ
る
さ
と
村
で
の
昼
食
の
後
、
村

上
市
で
の
笹
川
流
れ
遊
覧
船
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
奇
岩
の
景
色
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
か
も
め
へ
の
え
づ
け
（
え
び
せ
ん
で
）
の

ほ
う
が
興
奮
し
た
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

一
日
目
の
宿
は
鶴
岡
の
あ
つ
み
温
泉
に
て
、
親

睦
を
深
め
た
夜
で
し
た
。

　

二
日
目
は
羽
黒
山
麓
に
て
出
羽
三
山
神
社
へ

の
正
式
参
拝
で
す
。
出
羽
三
山
は
羽
黒
山
、
月

山
、
湯
殿
山
で
す
が
、
こ
こ
に
て
三
山
を
併
せ

て
お
参
り
し
ま
す
。
昼
食
は
宿
坊
に
て
御
祈
祷

を
う
け
た
後
、
独
特
の
山
菜
料
理
で
し
た
。
次

に
月
山
は
無
理
な
の
で
、
湯
殿
山
神
社
へ
は
バ

ス
で
終
点
ま
で
向
か
い
ま
し
た
。
少
し
歩
き
、

裸
足
に
な
っ
て
撮
影
禁
止
の
と
こ
ろ
を
進
み
、

お
湯
の
流
れ
落
ち
る
磐
境
を
ご
神
体
と
す
る
と

こ
ろ
、
そ
の
前
で
の
野
天
で
の
参
拝
の
後
、
磐

境
の
巡
り
、
熱
湯
の
滑
り
そ
う
な
と
こ
ろ
を
上

り
下
り
し
て
戻
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
し
っ
か
り

と
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
山
形
道
を
通
っ
て

二
日
目
の
宿
は
仙
台
市
の
秋
保
温
泉
に
泊
ま
り

ま
し
た
。

　

三
日
目
は
名
取
市
の
被
災
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。
町
が
消
え
た
後
に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
建
て

替
え
た
家
、
が
れ
き
の
ま
ま
の
家
が
残
る
中
、

湊
神
社
の
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
社
額
と
狛
犬
が

放
置
さ
れ
て
い
て
、
か
ろ
う
じ
て
こ
こ
が
神
社

跡
と
わ
か
り
ま
し
た
。
全
員
黙
祷
を
捧
げ
て
、

死
者
を
悼
み
復
興
を
願
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、

仙
台
空
港
に
て
東
北
物
産
の
買
い
物
に
時
間
を

割
き
、
や
は
り
被
災
地
岩
沼
の
日
本
三
稲
荷
・

竹
駒
神
社
へ
向
か
い
正
式
参
拝
の
あ
と
、
宮
司

さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
お
土
産
を
頂

き
、
磐
越
道
経
由
で
の
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

　

長
い
旅
程
で
し
た
が
皆
さ
ん
無
事
に
帰
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
心
配
さ
れ
た
天
候
も
持
ち
良

い
旅
で
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

林　

直
大　

記

第
二
十
八
回　

庭
燎
の
集
い

　

今
回
は
、
八
月
九
日
（
木
）
富
山
市
岩
瀬

白
山
町
鎮
座　

諏
訪
神
社
（
木
船
信
義
宮

司
）
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
氏
子
児
童

二
十
三
名
の
他
、
福
島
県
飯
館
村　

綿
津
見

神
社
（
多
田
宏
宮
司
）
主
催
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
参
加
者
二
十
七
名
の
児
童
に
も
参
加
頂
き

　

田
ん
ぼ
学
校

　

去
る
五
月
十
二
日
（
土
）
、
富
山
市
塩　

奥

野
文
男
様
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
、
「
田
ん
ぼ

学
校
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の

主
旨
と
し
て
は
、
私
た
ち
日
本
人
と
関
わ
り
の

深
い
稲
作
を
通
し
て
、
収
穫
の
喜
び
と
感
謝
を

考
え
、
併
せ
て
稲
作
と
神
道
の
結
び
付
き
を
学

ぶ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
朝
九
時
三
十

分
よ
り
富
山
市
塩
鎮
座
多
久
比
禮
志
神
社
に

十
五
名
の
児
童
が
集
ま
り
、
初
め
に
御
田
植
祭

の
神
事
を
斎
行
し
、
児
童
に
自
ら
神
饌
を
献
じ

て
も
ら
い
、
玉
串
を
捧
げ
、
無
事
の
収
穫
を
祈

念
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
児
童
が
実
際

に
田
ん
ぼ
に
入
り
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

一
つ
一
つ
丁
寧
に
田
植
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昼
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
、
部
会

員
よ
り
「
神
様
と
お
米
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
み
ん
な
で
感
じ
た
事
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

青
少
年
対
策
部
会
長　

平
尾
智
胤　

記

富
山
と
福
島
と
の
友
情
の
絆
を
結
ぶ
と
い
う
こ

と
で
、
あ
ん
ど
ん
作
り
、
火
お
こ
し
な
ど
行
な

い
、
夕
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
後
、
夕
方
七
時

よ
り
参
加
者
全
員
で
福
島
県
飯
館
村
の
復
興
祈

願
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
心
ひ
と
つ
に
し
て
東

北
大
震
災
よ
り
の
復
興
を
願
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

諏 訪 神 社 で の 正 式 参 拝
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第
三
十
五
回

 

お
宮
を
描
く
写
生
大
会

　 神 社 本 庁 統 理 賞　　

神嶋紗良 ( 高岡市立博労小学校 6 年）

　　 富 山 県 神 社 庁 長 賞　　

馬渕美里 ( 富山市立奥田北小学校 6 年）

　　 富 山 県 神 社 総 代 会 長 賞　　

清水稔秀 ( 富山市立萩浦小学校 6 年）
　　 富 山 新 聞 社 賞　　　

六反建志 ( 南砺市立福野中学校１年）

『
第
九
回 

雅
楽
研
修
会
』   

　

去
る
七
月
九
日
十
日
の
両
日
、
「
第
九
回
雅

楽
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
宮
内
庁
式
部
職
楽
部 

元
首

席
楽
長 

上 

明
彦
先
生
、
東
京
藝
術
大
学 

非

常
勤
講
師 

副
島
昌
俊
先
生
、
明
治
神
宮
代
々

木
雅
楽
会
楽
長　

柴
田
直
宏
先
生
の
熱
心
な

ご
指
導
に
よ
り
、
精
一
杯
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
今
年
の
課
題
は
管
絃
『
太
食
調
』
の
「
音
取
」

「
長
慶
子
」「
輪
鼓
褌
脱
」「
傾
盃
楽
急
」「
合
歓

塩
」
、
舞
楽
「
蘭
陵
王
」
で
し
た
。
い
ず
れ
も

高
度
な
楽
曲
で
、
短
期
間
で
習
得
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
こ
の
研
修
会
を
き
っ
か
け
に
し

て
各
自
が
情
熱
を
も
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
、

自
分
の
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

第
十
四
回

「
浦
安
の
舞
講
習
会
」

　

平
成
二
十
四
年
八
月
六
日
（
月
）
か
ら
九

日
（
木
）
ま
で
、
恒
例
の
「
浦
安
の
舞
講
習
会
」

を
射
水
神
社
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
初
級
者

講
習
は
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
篠
原
俊
栄
・

河
合
寿
美
子
両
先
生
に
ご
指
導
を
頂
き
、
小

学
生
か
ら
神
職
ま
で
二
十
一
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

指
導
者
講
習
は
、
七
日
か
ら
九
日
の
三
日

間
、
神
社
音
楽
協
会
副
会
長
の
先
﨑
徑
子
先

生
を
お
迎
え
し
神
職
・
現
役
巫
女
等
十
一
名

が
受
講
し
ま
し
た
。
最
終
日
午
後
に
は
成
果

発
表
会
、
引
続
き
、
ご
神
前
に
て
奉
納
を
致

し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
男
子
神
職
四
名
が
参
加
し
、
会

場
内
は
活
気
に
溢
れ
、
先
生
方
の
丁
寧
な
ご

指
導
の
下
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
後
、
受
講
者
の
皆

様
に
は
日
本
の
平
安
を
祈
る
「
浦
安
の
舞
」

の
心
を
大
切
に
練
習
を
重
ね
て
頂
き
ま
し
て
、

祭
礼
に
は
氏
神
様
、
ま
た
奉
務
神
社
の
御
社

頭
で
立
派
に
舞
え
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

研
修
部
会
長　

炭
谷　

淳　

記

第
十
四
回

北
陸
地
区
女
子
神
職
研
修
会

　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

の
二
日
間
に
研
修
会
が
福
井
県
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
日
に
大
湊
神
社
へ
正
式
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
き
そ
の
後
、
研
修
が
社
務
所
で
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
松
村
宮
司
様
の
講
義
を
聴
い
て
、
神

道
と
は
、
自
然
の
力
を
信
仰
し
，
食
物
を
育
て

る
の
も
、
例
え
ば
、
山
や
海
、
太
陽
、
一
枚
の

　

写
生
大
会
は
、
今
回
三
百
九
十
九
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
今
年
度
よ
り
、
一
般
部
門
を

新
設
し
、
産
土
の
神
社
を
祖
父
か
ら
孫
ま
で

の
三
世
代
で
描
い
た
家
族
の
方
々
も
お
ら
れ
、

当
部
会
と
し
て
も
、
と
て
も
有
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
画
家
の
堀
敏
治
先
生
・
野
口
隆

落
ち
葉
で
さ
え
も
、
神
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
福
山
先
生
の
豊
栄
舞
の
研
修
で

は
、
以
前
に
舞
を
し
た
こ
と
が
あ
る
班
、
初
め

て
舞
を
す
る
班
に
分
か
れ
わ
か
ら
な
い
所
は
先

生
に
聞
き
直
し
、
ま
た
隣
の
人
と
教
え
合
っ
た

り
し
て
大
変
わ
か
り
や
す
い
講
義
で
、
参
加
さ

れ
た
方
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。　

富
山
県
女
子
神
職
会　

坂
野
良
子　

記北 陸 地 区 女 子 神 職 研 修 会

浦 安 の 舞 講 習 会

雅 楽 研 修 会

た
、
こ
の
研
修
会
に
あ
わ
せ
て
明
治
神
宮
代
々

木
雅
楽
会
と
の
雅
楽
交
歓
会
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
明
治
神
宮
で
明
治
天
皇
百
年
祭
が

斎
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
次
回
に
延
期
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
る
十
月
十
四
日
〈
日
〉
午
前
十
時
か
ら
午

後
六
時
三
十
分
ま
で
、
総
曲
輪
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ

ザ
に
て
、
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉

祝
『
雅
・
音
楽
祭 

～
悠
久
の
調
べ
に
の
せ
て

～
』
が
開
催
さ
れ
、
雅
楽
部
と
し
て
出
演
し
ま

す
。
今
回
は
昨
年
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
舞

楽
「
蘭
陵
王
」
を
演
奏
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

ま
で
励
ん
で
き
た
成
果
が
充
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
演
奏
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
越
し
い
た

だ
き
、
ご
声
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　

雅
楽
部 

部
長　

藤
井
秀
嗣　

記

先
生
に
審
査
を
お
願
い
し
、
金
、
銀
、
銅
賞
、

佳
作
、
各
特
別
賞
の
入
選
作
百
七
十
作
品
を
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例
に
よ
り
、
全
作

品
を
と
や
ま
自
遊
館
で
展
示
、
入
選
作
品
を
富

山
・
高
岡
大
和
で
展
示
し
ま
し
た
。

青
少
年
対
策
部
会
長　

平
尾
智
胤　

記


